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 要  旨 
居室における空調環境の快適性確保はオフィス管理にとって極めて大切な要素である。オフィ
ス内の推奨冷房温度として，夏季は 26 ℃，クールビズに従うなら 28 ℃である．これは人間の
快適性を維持し，省エネルギを目指す一つの指標である．省エネルギだけを目指すのであれば，
空調制御などする必要もないが，ある程度の快適性を維持しなければ人間にとって生活しがたい
環境となってしまう．そこで，快適性と省エネルギを両立することのできる空調制御法の確立が
重要になる．ビルのエネルギ消費量として，空調制御に用いられるエネルギの割合は約半分であ
り，かなり大量のエネルギが使われていることがわかる．温室効果ガス削減の運動が全世界で広
まっている今日，省エネルギは非常に重要視されてきている．しかし，省エネルギを求めて人間
の快適性を失ってしまっては意味がない．人間の快適性と省エネルギの二つの両立が重要となる． 
本研究では，オフィスビルの居室において，従来から広く使われている CAV（定風量）空調制
御方式とは異なる，VAV（変風量）空調制御方式を採用することで空調性能を落とすことなく，
省エネルギを目指す．また，日射遮断用のブラインドの有無による，制御性への影響の検証も行
う．なお，シミュレーションおよび検証には CFD解析を用いた． 
本研究の結果，VAV制御方式においてオフィスの室内温度を 26℃に維持しつつ，吹出風量を減
らすことが出来た．CAV 制御方式でもオフィスの室内温度を 26℃に維持することは出来たが，
吹出風量の違いにより，CAV 制御方式よりも VAV 制御方式のほうが省エネルギであることが分
かった．しかし，ブラインド付 VAV 制御方式においては，オフィスの室内温度を 26℃に保つこ
とが出来ず，制御不安定となってしまった．なぜ制御不安定となってしまったかは原因がまだ分
かっていないため，原因追求が今後の課題となる．そして，ブラインド付の制御が安定して行え
るようになったら，快適性の指標である PMV値を用いて空調制御を行いたいと考えている． 
 
